
一

孝
明
天
皇
の
松
平
容
保
宛
て
宸
翰

　
　
　
　
　
　
久
邇
宮
宛
て
秋
月
胤
永
書
翰
の
問
題
点

中　

西　

達　

治

初
め
に

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
八
日
に
配
信
さ
れ
た
「
フ
ー
ク
ト
ー
ブ
通
信
28
」
に
、

白
石
烈
氏
の
、「
松
平
容
保
に
下
賜
さ
れ
た
孝
明
天
皇
宸
翰
の
そ
の
後
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
松
平
容
保
が
、
孝
明
天
皇
か
ら
贈
ら
れ
た
宸
翰
に
関
す

る
も
の
で
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
事
柄
と
異
な
る
点
が
多
い
。
一
般
に
流
布
し
て

い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
、
考
察
の
対
象
と
し
た

い
。

一
白
石
氏
の
報
告
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

京
都
守
護
職
会
津
藩
主
松
平
容
保
に
下
賜
さ
れ
た
孝
明
天
皇
宸
翰
と
い
え

ば
、
幕
末
の
会
津
藩
が
「
朝
敵
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
証
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
特
に
、
松
平
容
保
が
生
涯
肌
身
離
さ
ず
保
持
し
、
明
治
政
府
の

「
圧
力
」
に
も
屈
せ
ず
守
り
通
し
た
と
し
て
歴
史
小
説
な
ど
で
も
強
調
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
昨
年
の
鶴
ヶ
城
天
守
閣
の
企
画
展
「
一
八
六
八
年
の
会
津

藩
」
で
も
原
本
が
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
、
御
覧
に
な
っ
た
方
々
も
多
い
と

思
う
。

　

し
か
し
、″
門
外
不
出
〞
で
あ
っ
た
は
ず
の
孝
明
天
皇
宸
翰
が
、
実
は
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
松
平
容
保
か
ら
明
治
天
皇
に
、
宮
内
省
を
通

じ
て
提
出
さ
れ
て
い
た
事
実
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
に
残
さ
れ
た
関
連
史
料
か
ら
紹
介
し
て
み
た

い
。

　

ま
ず
、
旧
会
津
藩
士
秋
月
悌
次
郎
が
久
邇
宮
朝
彦
親
王
（
幕
末
の
中
川
宮

で
会
津
藩
協
力
者
）
家
に
宛
て
た
書
簡
（
明
治
二
十
二
年
十
二
月
付
）
の
写

に
よ
る
と
、

① 　

明
治
二
十
二
年
七
月
に
宮
内
大
臣
土
方
久
元
か
ら
、
宸
翰
を
宮
内
省
に

提
出
し
て
明
治
天
皇
の
御
覧
に
供
す
る
よ
う
口
頭
で
命
じ
ら
れ
た
。

② 　

七
月
二
十
日
、
松
平
容
保
が
宮
内
大
臣
の
自
宅
に
宸
翰
を
持
参
し
て
提

出
し
た
。

③ 　

約
三
十
日
間
明
治
天
皇
の
手
許
に
留
め
置
か
れ
、そ
の
後
返
却
さ
れ
た
。

と
あ
る
。

　

提
出
さ
れ
た
宸
翰
の
内
容
だ
が
、
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
（
明
治
天
皇
に

献
上
・
提
出
さ
れ
た
後
、
宮
内
省
が
管
理
し
て
い
た
史
料
群
）
の
目
録
写
に

よ
る
と
、
全
部
で
五
件
（
御
製
（
天
皇
が
詠
ん
だ
和
歌
）
二
首
＋
宸
筆
添
状

＋
宸
翰
三
通
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る

松
平
容
保
宛
宸
翰
の
す
べ
て
と
合
致
す
る
。

　

明
治
天
皇
御
手
許
書
類
の
孝
明
天
皇
宸
翰
写
そ
の
も
の
が
確
認
で
き
な
い

の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、松
平
容
保
は
御
製
二
首
と
宸
筆
添
状
は
原
本
を
、

そ
の
他
の
宸
翰
は
写
を
提
出
し
、
宸
翰
一
件
ご
と
に
内
容
解
説
も
付
け
た
よ
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二

う
だ
。
宸
翰
に
付
属
す
る
「
此
宸
翰
者
…
…
」
で
始
ま
る
明
治
二
十
二
年
付

の
解
説
文
は
、こ
の
時
に
書
か
れ
た
添
状
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、

宮
内
省
は
三
十
日
の
間
に
宸
翰
原
本
と
解
説
文
を
筆
写
し
、
会
津
松
平
家
に

返
却
し
た
の
で
あ
る
。

　

幕
末
期
に
松
平
容
保
に
下
賜
さ
れ
た
孝
明
天
皇
宸
翰
す
べ
て
の
内
容
は
、

明
治
天
皇
と
宮
内
省
上
層
部
の
一
部
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、
同
時
期
に
明
治
天
皇
は
、
薩
摩
島
津
家
か
ら

も
孝
明
天
皇
宸
翰
の
提
出
を
受
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
件
数
だ
け
な
ら
島
津

家
の
方
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
松
平
容
保
宛
宸
翰
の
内
容
を
知
っ

た
明
治
天
皇
（
宮
内
省
）
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
興
味
は
尽
き

な
い
が
、
こ
れ
は
機
会
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
の
情
報
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
に
残
さ
れ

た
旧
会
津
藩
士
秋
月
悌
次
郎
胤
永
が
久
邇
宮
朝
彦
親
王
（
中
川
宮
）
家
の
家
令
に

宛
て
た
書
簡
（
明
治
二
十
二
年
十
二
月
付
）
の
写
し
で
あ
る
。
朝
彦
親
王
は
、
こ

の
頃
ま
だ
健
在
だ
っ
た
。（
明
治
二
十
四
・
一
八
九
一
年
十
月
二
十
五
日
歿
。）
こ

の
年
秋
月
胤
永
は
六
十
六
歳
、
前
年
妻
美
栄
を
亡
く
し
、
第
一
高
等
中
学
校
教
諭

を
辞
任
し
て
い
る
。
悌
次
郎
は
文
久
の
政
変
以
来
久
邇
宮
と
深
い
関
係
が
あ
り
、

明
治
維
新
後
も
、
久
邇
宮
復
権
の
後
は
、
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。「
フ
ー
ク
ト
ー
ブ
通
信
」
28
に
掲
載
さ
れ
た
秋
月
胤
永
の
手
紙
は
、
小
さ

く
て
読
み
づ
ら
い
た
め
、「
福
島
民
友
」　2019-06-28　

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を

翻
刻
し
て
お
く
。

別
弐
包
之

宸
翰
ハ
当
廿
二
年
七
月
中
土
方
宮
内
大
臣
ヨ
リ
口
達

ニ
テ
宮
内
省
ヘ
差
出
候

御
覧
候
様
被
申
渡
則
七
月
廿
日
旧
主
容
保
儀
大
臣
自

宅
迄
持
参
差
上
大
凢
三
十
日
程

御
手
許
ヘ
御
留
置
御
下
ヶ
相
成
候
事
ニ
御
坐
候
間
其

写
奉
候

尊
覧
候
条
宜
敷
御
取
計
被
下
度
奉
存
候
也

　
　

明
治
廿
二
年
十
二
月　
　

秋
月
胤
永

手
紙
の
内
容
は
、
白
石
氏
の
ま
と
め
で
は
、
前
記
報
告
の
通
り

① 　

明
治
二
十
二
年
七
月
に
宮
内
大
臣
土
方
久
元
か
ら
、
宸
翰
を
宮
内
省
に
提
出

し
て
明
治
天
皇
の
御
覧
に
供
す
る
よ
う
口
頭
で
命
じ
ら
れ
た
。

② 　

七
月
二
十
日
、
松
平
容
保
が
宮
内
大
臣
の
自
宅
に
宸
翰
を
持
参
し
て
提
出
し

た
。

③　

約
三
十
日
間
明
治
天
皇
の
手
許
に
留
め
置
か
れ
、
そ
の
後
返
却
さ
れ
た
。

の
三
点
と
な
る
。

二
こ
の
手
紙
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
記
の
三
点
を
踏
ま
え
て
、

④ 　

宮
内
省
に
提
出
し
て
返
却
さ
れ
た
、
会
津
若
松
家
の
所
蔵
す
る
孝
明
天
皇
の

宸
翰
等
の
写
し
を
久
邇
宮
の
『
尊
覧
』
に
供
し
た
い
。

と
い
う
点
に
あ
る
。
白
石
氏
は
、
宸
翰
が
宮
内
省
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
点
で
従

来
の
通
説
と
は
異
な
る
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
手
紙
の
前
段
に
注
目
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
至
る
前
に
、
こ
の
手
紙
の
執
筆
者
で
あ
る
旧
会
津
藩
士

秋
月
胤
永
の
立
場
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。（
こ
の
手
紙
に
よ
る
と
、
秋
月
自

身
も
、
宸
翰
が
宮
内
庁
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。）
彼
は
、
会
津
松
平
家
と

宮
内
省
（
明
治
天
皇
）
と
の
間
に
起
き
た
事
件
の
経
過
を
、
久
邇
宮
に
報
告
し
て

い
る
の
だ
。
と
言
う
こ
と
は
、
こ
の
事
件
の
全
貌
を
彼
は
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
文
久
の
政
変
以
来
の
久
邇
宮
家
と
会
津
松
平
家
と
の
強
い
絆
が
、
維
新
後
二

十
年
以
上
経
過
し
た
こ
の
時
期
に
も
続
い
て
い
る
こ
と
、
そ
の
関
係
を
結
ぶ
接
点

に
い
る
の
が
秋
月
胤
永
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
秋

月
は
、
こ
の
時
も
松
平
家
の
外
交
係
を
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
、

秋
月
が
何
時
ま
で
も
主
家
に
忠
実
に
仕
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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三

と
こ
ろ
で
、
そ
の
前
段
の
、
明
治
天
皇
が
孝
明
天
皇
の
宸
翰
の
提
出
を
命
じ
た
、

す
な
わ
ち
明
治
天
皇
と
宮
内
省
の
幹
部
は
、
孝
明
天
皇
の
宸
翰
の
存
在
を
把
握
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
白
石
氏
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、『
会
津
守
護
職
始
末
』

が
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
一
般
に
は
容
保
宛
の
孝
明
天
皇
宸
翰
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
通
説
を
覆
す
大
発
見
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

宮
内
大
臣
の
土
方
久
元
は
、
明
治
二
十
年
か
ら
明
治
三
十
一
年
ま
で
そ
の
職
に

あ
っ
た
。
土
佐
藩
出
身
者
で
、
薩
摩
、
長
州
の
人
脈
と
は
異
な
る
立
場
に
あ
っ
た

た
め
、
こ
う
い
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。（
土
方
の
後
を

継
い
で
明
治
三
十
一
年
か
ら
明
治
四
十
二
年
ま
で
宮
内
大
臣
を
勤
め
た
の
も
同
じ

土
佐
藩
出
身
の
田
中
光
顕
だ
っ
た
。） 
た
だ
し
、
後
年
の
田
中
の
言
行
は
こ
こ
に

見
ら
れ
る
事
柄
と
相
違
し
て
お
り
、
そ
う
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の

特
殊
な
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

白
石
氏
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
整
理
し
て
最
後
に
、

　

幕
末
期
に
松
平
容
保
に
下
賜
さ
れ
た
孝
明
天
皇
宸
翰
す
べ
て
の
内
容
は
、

明
治
天
皇
と
宮
内
省
上
層
部
の
一
部
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、
同
時
期
に
明
治
天
皇
は
、
薩
摩
島
津
家
か
ら

も
孝
明
天
皇
宸
翰
の
提
出
を
受
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
件
数
だ
け
な
ら
島
津

家
の
方
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
松
平
容
保
宛
宸
翰
の
内
容
を
知
っ

た
明
治
天
皇
（
宮
内
省
）
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
興
味
は
尽
き

な
い
が
、
こ
れ
は
機
会
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。

と
ま
と
め
て
い
る
。

明
治
二
十
二
年
の
段
階
で
、
明
治
天
皇
と
宮
内
庁
上
層
部
が
、
会
津
松
平
家
に

対
す
る
孝
明
天
皇
宸
翰
の
全
容
を
把
握
し
て
い
た
と
い
う
事
実
の
指
摘
と
同
時

に
、
白
石
氏
は
同
時
期
に
島
津
家
か
ら
も
宸
翰
資
料
の
提
出
を
受
け
て
い
る
点
に

注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。「
件
数
だ
け
な
ら
島
津
家
の
方
が
多
い
。」
是
等
の
情
報

を
得
て
、「
明
治
天
皇
（
宮
内
省
）
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
興
味
は

尽
き
な
い
」
と
言
う
事
に
な
る
の
は
当
然
だ
が
、
実
は
こ
の
島
津
家
の
資
料
提
出

に
つ
い
て
は
、
会
津
松
平
家
と
も
深
い
関
連
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三　
明
治
二
十
二
年
と
い
う
時
期
に
、
宮
内
大
臣
側
か
ら
こ
の
よ
う
な
申
し
出
が

あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
こ
れ
に
は
実
は
重
大
な
伏
線
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
平
成

三
十
年
四
月
十
四
日
付
け
「
福
島
民
報
」
記
事
で
紹
介
さ
れ
た
、
鹿
児
島
県
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
所
蔵
の
、
秋
月
悌
次
郎
が
旧
薩
摩
藩
士
市
来
四
郎
に
宛
て

た
手
紙
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
手
紙
は
、
明
治
維
新
百
五
十
年
に

あ
わ
せ
、
黎
明
館
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る

中
で
、平
成
二
十
五
年
の
「
八
重
の
桜
」
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

新
聞
の
見
出
し
に
は
、「
戦
い
の
記
憶
乗
り
越
え
て
」「
旧
薩
摩
藩
士
と
の
交
流
を

示
す
」
と
あ
り
、
黎
明
館
の
内
倉
学
芸
課
長
（
当
時
）
は
、「
会
津
、
薩
摩
両
藩

が
戊
辰
戦
争
で
戦
っ
た
部
分
だ
け
で
な
く
、
良
好
な
関
係
に
も
多
く
の
人
に
目
を

向
け
て
も
ら
え
る
年
に
し
た
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
手

紙
の
内
容
を
よ
く
読
む
と
、
た
だ
単
に
旧
交
を
温
め
る
も
の
で
は
な
く
、
旧
会
津

藩
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
市
来
四
郎

は
、
旧
知
の
秋
月
に
、
会
津
松
平
家
に
伝
来
す
る
孝
明
天
皇
宸
翰
を
見
せ
て
も
ら

い
た
い
と
い
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
島
津
家
が
そ
う
い
う
行
動
を
起
こ
し
た

の
か
、
そ
れ
は
島
津
久
光
の
遺
言
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
島
津
久
光
は
、
明
治

二
十
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
亡
く
な
る
前
に
、
明
治
維
新
以
前
に
島
津
家
が

孝
明
天
皇
か
ら
頂
い
た
宸
翰
を
、
是
非
明
治
天
皇
に
見
て
も
ら
っ
て
欲
し
い
と
い

う
遺
言
を
残
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
平
成
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
鹿
児
島
県
史
料
』「
玉
里
島
津
家
史
料　

九
」

に
は
秋
月
胤
永
の
発
し
た
手
紙
が
四
通
、
秋
月
胤
永
宛
の
手
紙
が
一
通
紹
介
さ
れ

て
い
る
。（
二
八
四
三
〜
二
八
四
九
は
、「
玉
里
島
津
家
史
料　

九
」
の
通
番
。）

二
八
四
四　

 
加
藤
正
記
ヨ
リ
秋
月
胤
永
ヘ
「
磐
梯
山
噴
火
一
件
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
一
年
七
月
廿
一
日
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四

天
覧
候
、
恐
惶
謹
言

　

明
治
二
十
一
年
六
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　

正
二
位
公
爵
島
津
忠
義

　
　
　
　
　
　

正
五
位
公
爵
島
津
忠
済

　

本
日
ご
覧
に
入
れ
る
数
通
の
孝
明
天
皇
の
お
手
紙
は
、
か
つ
て
文
久
三
、
四
年
頃
天

皇
が
故
久
光
に
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
、
生
前
久
光
は
私
た
ち
に
昔
微
力
を
尽
く
し
た
の

は
、
先
帝
の
お
気
持
ち
を
受
け
て
の
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
手
紙
を
見
る
た
び
に
当
時
天

皇
が
苦
慮
な
さ
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
泣
け
て
く
る
。
現
天
皇
は
当
時
幼
く
て

孝
明
天
皇
の
深
い
お
気
持
ち
を
ご
存
じ
な
い
に
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
件
は
い
ろ
い

ろ
事
情
が
あ
っ
て
、
先
日
提
出
し
た
久
光
の
履
歴
書
に
も
記
載
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

自
分
の
死
後
は
必
ず
天
皇
に
お
見
せ
し
て
ほ
し
い
と
、
常
々
い
っ
て
お
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
ご
覧
に
入
れ
る
次
第
で
す
。

「
島
津
忠
義
忠
済
両
公
ヨ
リ
ノ
上
書
」
と
い
う
表
題
と
、「
孝
明
天
皇
ノ
宸
翰
ヲ
明

治
天
皇
ノ
叡
覧
ニ
供
シ
奉
ル
」
と
い
う
添
え
書
き
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
二
八
四

三
は
、
旧
薩
摩
藩
島
津
家
に
由
来
す
る
島
津
忠
義
、
島
津
忠
済
両
公
爵
か
ら
明
治

天
皇
に
宛
て
た
上
書
の
写
し
で
あ
る
。
島
津
忠
義
は
、
島
津
久
光
の
長
男
で
斉
彬

の
あ
と
を
嗣
い
だ
島
津
氏
第
二
十
九
代
当
主
で
薩
摩
藩
の
第
十
二
代
（
最
後
）
藩

主
、
忠
済
は
、
久
光
の
七
男
、
久
光
の
開
い
た
玉
里
島
津
家
の
二
代
当
主
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
、
明
治
二
十
年
十
二
月
に
久
光
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ

の
遺
志
を
実
現
す
る
た
め
、
遺
児
二
人
が
今
回
の
行
動
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
。
亡
く
な
っ
た
久
光
は
、
生
前
明
治
天
皇
に
、
孝
明
天
皇
の
宸
翰

を
見
せ
よ
う
と
し
て
果
た
さ
ず
、
遺
児
が
明
治
二
十
一
年
に
な
っ
て
、
実
現
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
履
歴
書
云
々
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
も
し

か
す
る
と
明
治
十
七
年
華
族
令
に
基
づ
く
叙
爵
の
た
め
の
履
歴
書
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
明
治
二
十
年
過
ぎ
に
な
っ
て
、
島
津
家
が
孝
明

天
皇
の
宸
翰
を
明
治
天
皇
に
見
せ
る
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
事
件
で
あ
る
事
は
間

違
い
な
い
。
な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
孝
明
天
皇
と
の
関
係
を
持
ち
出
す
こ
と
に
な
っ

二
八
四
六　

秋
月
胤
永
ヨ
リ
市
来
四
郎
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
七
日

二
八
四
七　

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
六
日

二
八
四
八　

 

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明
「
松
平
容
保
へ
ノ
勅
書
ノ
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
七
日

二
八
四
九　

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
九
日

　

そ
れ
ら
の
書
簡
の
直
前
の
二
八
四
三
に
は
、「
島
津
忠
義
忠
済
両
公
ヨ
リ
ノ
上

書
」（
明
治
二
十
一
年
六
月
十
四
日
）
と
い
う
次
の
よ
う
な
資
料
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。

「
島
津
忠
義
忠
済
両
公
ヨ
リ
ノ
上
書
」（
明
治
二
十
一
年
六
月
十
四
日
）

「
孝
明
天
皇
ノ
宸
翰
ヲ
明
治
天
皇
ノ
叡
覧
ニ
供
シ
奉
ル
」

本
日
奉
供

天
覧
候
数
通
之

宸
翰
ハ
、
過
ル
文
久
三
四
年
ノ
間

先
帝
故
久
光
ヘ
下
シ
賜
リ
シ

宸
翰
ニ
シ
テ
、
故
久
光
生
存
中
常
々
臣
等
ニ
申
聞
ク
ル
ニ
、
過
年
聊
微
力

ヲ
尽
シ
タ
ル
モ
全
ク

先
帝
ノ
厚
キ

叡
慮
ヲ
奉
承
シ
タ
ル
ニ
外
ナ
ク
、

拝
見
仕
毎
ニ
当
時

叡
慮
ヲ
苦
メ
給
ヒ
シ
コ
ト
ヲ
回
想
ス
ル
ニ
、実
ニ
感
泣
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ
、

就
テ
ハ

聖
上
ニ
ハ
当
時　

御
幼
沖
ニ
入
ラ
セ
ラ
レ
候
故
、

先
帝
ノ
斯
迄

叡
慮
ヲ
悩
シ
給
ヒ
シ
御
情
実
は
恐
ナ
カ
ラ
御
存
シ
モ
不
遊
哉
ニ
モ
存
ス
、

然
ル
ニ
如
何
ニ
セ
ン
、
種
々
故
障
ア
ル
故
、
先
年
奉
呈
シ
タ
ル
久
光
カ
履

歴
書
ニ
モ
記
載
セ
サ
リ
シ
次
第
な
り
、
因
テ
没
後
ハ
必
ス
志
ヲ
継
キ
奉
入

天
覧
ヨ
ト
平
生
毎
々
申
聞
候
、
依
之
乍
恐
奉
供
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五

た
の
か
、
何
ら
か
の
必
然
性
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
よ
く
分
か

ら
な
い
。
た
だ
、
島
津
家
は
こ
の
時
幕
末
の
朝
廷
と
島
津
家
と
の
関
係
を
強
調
す

る
た
め
に
、
当
時
他
藩
に
出
さ
れ
た
同
種
の
資
料
の
確
認
を
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
だ
と
思
わ
れ
る
。

五　
文
久
三
、
四
年
と
い
え
ば
、
会
薩
同
盟
成
立
時
で
、
長
州
藩
が
排
除
さ
れ
て
い

た
と
き
だ
か
ら
、会
津
藩
関
係
者
へ
の
取
材
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
肯
か
れ
る
。

市
来
四
郎
は
、
久
光
の
下
で
島
津
家
に
関
わ
る
資
料
収
集
を
し
て
い
た
人
物
で
あ

り
、
秋
月
と
は
旧
知
の
間
柄
だ
っ
た
。
久
光
の
遺
志
で
島
津
本
家
と
玉
里
島
津
家

の
当
主
が
明
治
天
皇
に
孝
明
天
皇
の
宸
翰
を
見
せ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
時
同
盟

関
係
に
あ
っ
た
会
津
松
平
家
の
資
料
提
出
を
求
め
る
た
め
、
秋
月
へ
の
依
頼
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
八
四
六
か
ら
二
八
四
九
ま
で
の
秋
月
の
手
紙
は
、

市
来
が
文
久
年
間
の
会
津
藩
の
資
料
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
や
り
と
り
で
あ
る
。

二
八
四
四　

 

加
藤
正
記
ヨ
リ
秋
月
胤
永
ヘ
「
磐
梯
山
噴
火
一
件
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
一
年
七
月
廿
一
日 

二
八
四
六　

秋
月
胤
永
ヨ
リ
市
来
四
郎
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
七
日

二
八
四
七　

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
六
日

二
八
四
八　

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明
「
松
平
容
保
へ
ノ
勅
書
ノ
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
七
日

二
八
四
九　

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
九
日

二
八
四
四
の
手
紙
は
、
会
津
地
方
の
住
人
加
藤
正
記
が
、
明
治
二
十
一
年
七
月

十
五
日
に
噴
火
し
た
会
津
磐
梯
山
に
つ
い
て
の
情
報
を
写
真
と
共
に
秋
月
宛
に
報

じ
た
も
の
で
あ
る
。
加
藤
正
記
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
彼
は
、
明
治
十

四
年
十
月
五
日
、
会
津
若
松
地
方
の
福
島
県
か
ら
の
分
離
の
建
白
書
を
出
し
た
人

物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。〔
若
松
分
県
建
白
書　

岩
代
国
北
会
津
郡
面
川
村
平

民
〕（
早
稲
田
大
学
図
書
館
『
大
隈
文
書
』）（
大
内
雅
人
「
福
島
県
域
の
成
立
と

会
津
若
松
分
県
問
題
」「
学
習
院
史
学
」
41
二
〇
〇
三
年
）
加
藤
は
、
会
津
若
松

出
身
で
中
央
に
出
て
い
た
秋
月
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

手
紙
が
な
ぜ
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
二
八
四
七
の
手
紙
を

読
む
と
分
か
る
。
維
新
当
時
の
資
料
整
理
に
当
た
っ
て
い
た
鹿
児
島
の
人
物
（
市

来
四
郎
の
よ
う
な
）
か
ら
、
磐
梯
山
の
噴
火
に
つ
い
て
見
舞
い
の
挨
拶
な
ど
を
受

け
た
秋
月
が
、
自
分
の
近
況
報
告
と
共
に
、
磐
梯
山
の
噴
火
の
状
況
を
、
写
真
と

共
に
知
ら
せ
て
き
た
加
藤
の
手
紙
を
そ
の
ま
ま
、
参
考
資
料
と
し
て
添
付
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
頃
の
胤
永
の
住
ま
い
は
、
牛
込
水
道
町
（
現
在
の
新
宿
区
水
道
町
）
四
十

八
番
地
、
手
紙
の
文
中
で
で
て
く
る
下
二
番
町
は
、
千
代
田
区
二
番
町
の
こ
と
で

あ
る
。

今
、
秋
月
の
返
信
を
も
と
に
、
市
来
四
郎
が
秋
月
に
依
頼
し
た
事
柄
を
確
か
め

て
み
ま
よ
う
。

こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
秋
月
の
手
紙
は
、
い
ず
れ
も
月
日
の
み
で
執
筆
年
が

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
八
四
六
か
ら
二
八
四
八
ま
で
は
、
加
藤
正
記
の
手
紙
に

あ
る
磐
梯
山
噴
火
事
件
で
分
か
る
よ
う
に
明
治
二
十
一
年
と
特
定
出
来
る
。
二
八

四
九
に
つ
い
て
は
、
記
事
の
な
か
に
あ
る
同
居
人
親
子
の
死
亡
と
い
う
事
件
が
何

時
の
こ
と
な
の
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
同
年
の
春
な
の
か
、
翌
年
な
の
か
分
か
ら
ず
、

五
月
の
筈
の
出
京
が
早
く
な
っ
た
の
が
誰
か
と
い
う
こ
と
も
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
内
容
上
こ
の
手
紙
は
、
他
の
手
紙
と
関
連
付
け
ら
れ
る
内
容
か
ど
う
か
は
っ

き
り
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。

六
二
八
四
六
の
秋
月
の
手
紙
は
、
七
月
二
十
一
日
付
け
で
あ
る
。
島
津
兄
弟
の
上

書
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
市
来
が
秋
月
宛
に

手
紙
を
出
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　

旧
会
津
藩
記
録
ノ
件

昨
日
ハ
御
懇
書
被
下
奉
拝
謝
候
、
時
節
柄
と
ハ
乍
申
連
日
濛
々
敷
不
堪
鬱
陶
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六

候
処
、
御
家
京
中
益
御
清
福
被
為
在
奉
賀
候
、
扨
ハ
過
日
遠
路
僻
地
蒙
御
尋
、

久
ふ
り
談
旧
御
高
話
相
伺
不
堪
感
佩
之
至
候
、
直
ニ
参
謝
仕
度
候
処
、
日
頃

の
要
心
臓
の
病
ニ
而
難
渋
肝
ニ
波
及
、
此
五
七
日
前
更
ニ
強
発
、
又
御
来
談

故
之
件
ハ
山
川
浩
ナ
ル
者
旧
主
家
の
事
ニ
専
ら
関
し
居
候
ニ
付
、
同
人
御
用

出
張
漸
々
帰
京
故
彼
件
噺
度
抔
心
頭
種
々
内
外
ニ
テ
取
紛
レ
、
過
日
漸
々
相

伺
候
処
、
全
ク
下
二
番
町
二
十
八
番
地
ハ
覚
候
処
、
御
尋
申
上
不
相
分
、
遂

ニ
平
野
君
ヘ
御
照
会
、
更
ニ
漸
々
昨
日
相
伺
候
、
同
日
御
不
在
ニ
而
晩
刻
帰

宅
之
処
御
罷
上
被
仰
候
、
明
八
日
八
時
頃
よ
り
御
来
談
可
被
下
、
其
上
御
家

令
西
郷
君
御
同
導
被
下
候
云
々
、
正
ニ
承
知
仕
払
席
待
上
候
条
、
此
僻
地
迄

の
御
枉
車
ハ
実
ニ
恐
入
候
へ
共
、
御
光
臨
之
程
願
上
候
、
只
以
昨
日
御
留
守

の
方
へ
申
上
置
候
つ
き
、
日
頃
被
仰
聞
候
云
々
の
要
件
御
認
被
下
候
得
ハ
、

小
生
此
ヲ
持
参
日
光
旧
主
出
張
所
迄
出
向
候
歟
、
又
ハ
病
人
の
様
子
甚
タ
あ

し
く
も
候
ハ
ヽ
余
人
遣
し
候
歟
、
久
光
公
の
御
美
旨
被
申
貴
台
の
御
高
誼
ヲ

旧
主
ニ
篤
候
而
承
、
彼
我
大
美
ヲ
成
度
奉
存
候
、
令
姪
君
へ
相
願
候　

貴
台

へ
御
依
頼
之
御
書
付
共
ニ
御
勅
書
ニ
付
而
被
仰
上
候
、
御
写
し
共
ニ
い
た
ゝ

き
度
奉
存
候
、
余
ニ
付
明
日
之
拝
姿
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首

　
　

七
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
月
胤
永

　

市
来
堅
台

　
　
　
　
　
　

侍
史

　
　

文
書
原
寸　

縦
一
六
・
五
糎　

横
九
六
・
五
糎

　
　

 

旧
会
津
藩
記
録
の
件

　

昨
日
は
、
ご
懇
書
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
節
柄
と
は
申
し
な
が
ら
、
連
日
鬱

陶
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
ご
清
福
の
由
、
結
構
な
こ
と
で
す
。

　

さ
て
先
日
は
、
遠
路
僻
地
ま
で
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
に
お
話
し
う
か
が
う

な
ど
、
忝
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
早
速
お
礼
に
う
か
が
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

持
病
の
心
臓
病
に
胆
の
病
気
ま
で
引
き
起
こ
し
、
こ
こ
数
日
は
か
な
り
病
状
が
激
化
し
て

お
り
ま
す
。
お
話
し
下
さ
っ
た
件
に
つ
い
て
は
、
山
川
浩
と
い
う
人
物
が
旧
主
家
の
問
題

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
し
て
、
彼
は
公
務
出
張
か
ら
よ
う
や
く
東
京
に
戻
っ
て
参
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
件
を
話
そ
う
な
ど
、
心
中
い
ろ
い
ろ
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
あ
れ
こ
れ
取

り
紛
れ
て
お
り
、
先
日
お
邪
魔
し
た
の
で
す
が
、
地
番
は
は
っ
き
り
記
憶
し
て
い
た
の
で

す
が
、
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
ず
、
平
野
君
に
照
会
し
て
昨
日
よ
う
や
く
お
邪
魔
し
た

次
第
で
す
が
、ご
不
在
と
の
こ
と
で
、夕
方
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
、お
尋
ね
下
さ
る
と
の
こ
と
、

明
日
八
日
の
八
時
頃
、
席
を
整
え
て
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。
島
津
家
執
事
西
郷
君
御

同
道
と
の
こ
と
も
承
知
い
た
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
辺
鄙
な
と
こ
ろ
ま
で
お
出
か
け
い
た
だ

く
の
は
実
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
日
留
守
居
の
方
に
お
願
い
し
て
お
き
ま
し
た
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

頃
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
れ
こ
れ
の
要
件
は
、
文
章
に
し
て
お
い
て
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
、
そ
れ
を
日
光
の
旧
主
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
ま
で
小
生
が
持
参
す
る
か
、

も
し
く
は
病
人
の
容
態
が
悪
化
す
る
よ
う
な
ら
誰
か
に
持
っ
て
行
か
せ
る
か
、
い
ず
れ
に

し
て
も
久
光
公
が
お
考
え
だ
っ
た
す
ば
ら
し
い
お
考
え
、
あ
な
た
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
厚
意
を
旧
主
に
と
く
と
お
話
し
し
て
あ
れ
こ
れ
、
す
ば
ら
し
い
最
終

結
果
を
出
し
た
い
も
の
で
す
。
姪
御
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お
き
ま
し
た
、
貴
兄
に
対
す
る

ご
依
頼
の
書
付
と
共
に
ご
勅
書
に
つ
い
て
奏
上
さ
れ
た
も
の
の
写
し
、
こ
の
二
つ
を
ぜ
ひ

と
も
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
お
り
ま
す
。
そ
の
他
は
明
日
お
目
に
か
か
っ
た
折
り
に
。

【
注
】
胤
永
に
心
臓
の
持
病
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
自
分
の
病
気

と
は
別
に
、
妻
美
栄
が
死
の
床
に
つ
い
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
、
美
栄
は
こ
の
月
十
二

日
に
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
手
紙
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

① 　

市
来
が
、
七
月
六
日
以
前
に
秋
月
宅
を
訪
問
し
て
お
り
、
六
日
に
は
市
来
か

ら
の
手
紙
が
届
い
た
こ
と
。（
こ
れ
は
、秋
月
の
訪
問
を
受
け
て
後
の
こ
と
か
。）

② 　

市
来
が
話
題
に
し
た
旧
主
家
に
関
す
る
件
は
、
山
川
浩
が
担
当
者
で
あ
る
こ

と
。

③ 　

山
川
は
、
公
務
出
張
中
だ
っ
た
が
帰
京
し
た
の
で
、
そ
の
話
を
し
よ
う
と
以
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最
近
会
津
若
松
在
住
の
人
物
か
ら
手
紙
が
来
た
の
で
す
が
、
磐
梯
山
噴
火
の
写
真
を
同

封
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
手
紙
と
共
に
ご
覧
に
入
れ
ま
す
。

お
手
紙
拝
誦
、
暑
さ
格
別
の
と
こ
ろ
、
ご
清
安
で
結
構
な
こ
と
で
す
。
先
日
は
、
思
い
が

け
な
い
ご
歓
待
で
お
礼
の
申
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
例
の
書
物
一
冊
、
拝
見

を
許
さ
れ
、
日
頃
う
か
が
っ
て
い
た
旧
藩
主
関
連
の
事
柄
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
感
泣
し
て
お
り
ま
す
。
い
わ
ば
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
旧
藩
主
の
奉

勅
を
証
明
す
る
も
の
で
、
ま
し
て
薩
摩
藩
宛
の
も
の
で
す
か
ら
、
非
常
に
は
っ
き
り
し
て

お
り
ま
す
。
旧
藩
関
係
者
は
、大
喜
び
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
旧
主
の
ご
覧
に
入
れ
た
ら
ば
、

ど
ん
な
に
喜
ん
で
押
し
頂
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
礼
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
旧

主
は
い
つ
も
申
し
て
お
り
ま
す
通
り
日
光
に
お
ら
れ
、
最
近
旧
領
磐
梯
山
噴
火
の
件
で
福

島
に
出
掛
け
て
お
い
で
で
、
す
ぐ
に
は
お
見
せ
出
来
な
い
次
第
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
日
に

な
っ
て
そ
ち
ら
か
ら
用
が
あ
る
の
で
、
ま
た
見
せ
る
か
ら
、
一
旦
返
す
よ
う
に
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
お
願
い
で
す
か
ら
、
今
日
御
用
済
み
に
し
て
引
き
続
き
拝
見
さ
せ
て
下
さ
い
。

実
は
、
い
つ
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
、
先
年
公
用
人
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
小
野
権
之

丞
守
と
い
う
人
物
は
、
先
年
御
内
書
を
い
た
だ
い
た
際
に
は
、
毎
度
そ
の
筆
跡
に
似
せ
て

書
写
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
頃
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
書
類
も
同
人
に
話
し
て
書
写

さ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
半
分
に
も
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。
是
非
と
も
も
う
一
度
拝
見

さ
せ
て
下
さ
い
。
末
筆
な
が
ら
、
寺
師
様
に
も
宜
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

　
　
　

七
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
月
胤
永

　

異
筆
と
あ
る
こ
の
端
裏
書
は
、
お
そ
ら
く
胤
永
の
自
筆
書
き
加
え
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
流
れ
と
し
て
は
、
七
月
七
日
付
の
二
八
四
六
書
簡
の
後
、
悌
次
郎

に
は
、
十
一
日
の
妻
の
死
、
十
五
日
の
磐
梯
山
噴
火
と
、
大
き
な
事
件
が
続
く
。

磐
梯
山
噴
火
の
際
は
、
旧
主
が
現
地
に
出
掛
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
返
事
が

遅
れ
た
も
の
で
、
そ
の
際
、
磐
梯
山
噴
火
の
実
情
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
会
津
若

松
の
加
藤
正
記
か
ら
来
た
二
八
四
四
の
手
紙
と
写
真
を
同
封
し
た
も
の
で
あ
ろ

前
市
来
宅
を
訪
ね
た
が
、
見
当
た
ら
ず
、
昨
日
よ
う
や
く
訪
問
出
来
た
こ
と
。

④　

八
日
、
市
来
は
島
津
家
の
家
令
西
郷
同
通
で
秋
月
宅
を
訪
問
す
る
予
定
。

⑤ 　

市
来
が
い
つ
も
話
し
て
い
た
事
を
、是
非
文
章
化
し
て
ほ
し
い
。そ
れ
を
持
っ

て
自
分
も
し
く
は
代
理
の
人
間
が
旧
主
の
も
と
に
行
き
、
久
光
公
の
厚
意
あ
る

遺
志
を
伝
え
て
実
現
さ
せ
た
い
。

⑥ 　

市
来
に
依
頼
さ
れ
た
事
柄
の
書
付
と
共
に
、
勅
書
に
つ
い
て
の
上
書
の
写
し

を
い
た
だ
き
た
い
。

お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

七
二
八
四
七　

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明

（
異
筆
）

「
此
程
郷
里
人
来
候
間
、
噴
火
ノ
写
真
遣
候
間
、
来
簡
一
同
掛
御
目
候
、」

朶
雲
荘
誦
入
暑
格
別
ニ
覚
ヘ
候
処
、
益
御
清
安
被
為
渡
奉
謹
賀
候
、
過
日
ハ
昇
野

望
外
蒙
懇
待
不
知
所
謝
、
然
上
彼
の
御
一
冊
拝
見
被
仰
付
、
日
頃
高
話
相
伺
候
下

名
之
義
反
覆
拝
読
感
泣
不
事
候
、
申
サ
ハ
先
年
旧
藩
主
奉
勅
之
証
拠
も
の
と
申
気

味
ニ
而
、
且
ハ
御
藩
ヘ
被
下
居
候
事
ナ
レ
ハ
、
明
々
白
々
の
義
旧
君
臣
の
喜
悦
大

慶
不
過
之
、
旧
主
ニ
拝
見
為
仕
候
ハ
、
何
と
感
戴
可
仕
也
、
御
礼
筆
紙
ニ
難
尽
次

第
ニ
御
座
候
、
然
処
日
頃
申
上
候
通
り
日
光
ニ
参
リ
候
、
此
程
旧
領
磐
梯
山
壱
条

ニ
而
同
地
ヘ
赴
候
条
、
速
ニ
拝
見
も
為
仕
兼
候
仕
合
ニ
御
座
候
、
然
ニ
今
日
御
用

故
一
応
返
上
仕
候
様
被
仰
下
、
又
も
拝
見
可
被
仰
付
旨
被
仰
付
候
処
、
何
卒
本
日

御
用
済
之
上
、
更
ニ
拝
見
相
成
候
様
願
上
候
、
実
ハ
日
頃
申
上
候
先
年
公
用
人
相

勤
候
小
野
権
之
丞
守
と
は
、
先
年
御
内
書
被
下
置
候
節
ハ
、
毎
度
御
文
字
ニ
似
せ

写
し
取
居
候
間
、
此
頃
拝
見
之
御
書
同
人
ニ
談
し
置
、
未
タ
半
ニ
至
ラ
ス
候
、
何

卒
又
候
拝
見
願
上
度
、
直
様
御
戻
し
申
上
候
、
乍
末
寺
師
様
へ
も
宜
被
仰
達
被
下

度
煩
し
上
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　

秋
月
胤
永

　
　

文
書
原
寸　

縦
一
六
糎　

横
八
二
糎
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孝明天皇の松平容保宛て宸翰（中西　達治）

八

う
。
二
八
四
四
の
手
紙
は
、
会
津
地
方
の
住
人
加
藤
正
記
が
、
明
治
二
十
一
年
七

月
十
五
日
に
噴
火
し
た
会
津
磐
梯
山
に
つ
い
て
の
情
報
を
写
真
と
共
に
秋
月
宛
に

報
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
二
八
四
六
の
内
容
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

・ 

秋
月
は
、
以
前
訪
ね
て
い
っ
た
相
手
に
歓
待
さ
れ
、
さ
ら
に
前
々
か
ら
聞
か
さ

れ
て
い
た
件
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
た
文
献
を
借
り
て
き
て
読
む
こ
と
が
出
来

た
。

・ 

そ
の
内
容
は
、
文
久
年
間
以
後
の
会
津
藩
の
行
動
が
孝
明
天
皇
か
ら
も
ら
っ
た

密
勅
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
う
こ
と
の
証
拠
に
な
る
内
容
で
、
し
か
も
こ
れ
が

薩
摩
藩
に
下
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
会
津
藩
の
行
動
の
正
当
性
を
証
明

す
る
も
の
で
あ
る
。

・ 

こ
れ
ら
は
、
容
保
以
下
旧
会
津
藩
関
係
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
喜
ば
し
い
情
報

で
あ
る
。

・ 

容
保
に
早
速
読
ま
せ
た
か
っ
た
が
、
容
保
は
磐
梯
山
噴
火
の
件
で
日
光
か
ら
現

地
入
り
を
し
て
い
て
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
一
旦
返
却
す
る
が
、
本
日
中
に
用

済
み
に
さ
れ
、
改
め
て
貸
し
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

・ 

実
は
、以
前
お
話
し
し
た
旧
藩
関
係
の
公
用
人
を
務
め
て
い
た
小
野
権
之
丞
は
、

当
時
御
内
書
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
筆
跡
に
似
せ
て
写
し
取
っ
て
い
た

人
物
で
、
こ
の
頃
拝
見
し
た
書
類
も
当
人
に
い
っ
て
書
写
さ
せ
て
い
た
が
、
ま

だ
半
分
に
も
達
し
て
い
な
い
。
と
に
か
く
す
ぐ
戻
す
の
で
、
も
う
一
度
貸
し
て

ほ
し
い
。           

文
末
に
あ
る
「
寺
師
…
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
手
紙
の
相
手
は
、

市
来
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
が
、（
市
来
は
寺
師
正
容
の
次
男
で
市
来
政
直

の
養
子
と
な
っ
た
。）
こ
の
時
秋
月
は
、
島
津
家
が
ま
と
め
て
い
た
文
久
年
間
の

記
録
二
八
四
三
（「
孝
明
天
皇
ノ
宸
翰
ヲ
明
治
天
皇
ノ
叡
覧
ニ
供
シ
奉
ル
」「
島
津

忠
義
忠
済
両
公
ヨ
リ
ノ
上
書
」）
を
見
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
問
題
は
そ
れ
が

容
保
が
孝
明
天
皇
か
ら
も
ら
っ
た
密
勅
と
同
内
容
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
を
世
間
に
公
表
し
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
、
す
ぐ
に
察
し
が
つ

く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
二
八
四
八　

秋
月
胤
永
書
翰　

宛
名
不
明

　
　
　

松
平
容
保
へ
ノ
勅
書
ノ
件

態
々
之
御
懇
書
謹
誦
仕
候
、
さ
し
上
候
御
一
書
、
維
新
史
料
と
申
も
の
ニ
記
載
有

之
云
々
被
仰
下
候
処
、
今
日
此
の
御
懇
待
を
蒙
り
候
、
下
名
何
ニ
御
隠
し
可
申
や
、

旧
主
容
保
斯
く
迄
精
忠　

天
幕
ニ
事
ヘ
奉
り
候
而
、

先
帝
聖
明
の
眷
愛
を
蒙
リ
、
不
肖
の
生
等
参
佐
之
末
ニ
列
シ
、
遂
ニ
忠
か
不
忠
と

変
シ
、
善
か
悪
と
相
成
、
天
地
易
位
の
場
合
と
相
成
、
生
等
之
不
行
届
ハ
勿
論
ニ

御
座
候
得
共
、
実
ニ
臣
子
之
情
所
不
忍
ニ
御
座
候
、
依
之
何
時
か
此
を
洗
雪
せ
ん

ト
ノ
一
念
ハ
終
始
無
息
、
せ
め
而
ハ

聖
明
御
旨
趣
之
所
被
為
在
ニ
而
も
世
ニ
明
シ
度
存
候
ま
ゝ
、
一
二
の
有
志
者
ニ
明

し
候
事
も
有
之
、
今
更
御
忠
言
を
い
た
ゝ
き
候
而
、
実
ニ
愧
謝
ス
ル
外
無
御
座
候

得
共
、
意
中
之
程
御
諒
察
被
成
下
、
可
然
其
御
向
ヘ
よ
ろ
し
く
御
取
計
被
下
度
懇

願
仕
候
、
維
新
史
料
記
載
之
義
ハ
速
ニ
差
止
め
申
遣
候
、

一
拝
見
仕
掛
候
御
一
冊
之
義
ハ
、
全
ク
旧
主
守
護
の
職
奉
ス
ル
際
、
奉
勅
の
証
拠

も
の
と
申
様
な
る
姿
ニ
而
、
生
等
拝
見
ス
ラ
感
泣
喜
躍
之
外
無
之
、
ま
し
而
旧
主

親
し
く
拝
見
仕
候
ハ
ヽ
何
と
申
候
歟
、
其
意
中
実
ニ
被
察
候
、
唯
々
此
上
旧
主
ニ

一
応
拝
見
為
仕
度
、
若
松
よ
り
間
も
な
く
日
光
へ
参
候
都
合
と
承
候
間
、
更
ニ
一

応
拝
借
被
仰
付
写
し
取
、直
ニ
日
光
へ
持
参
拝
見
為
仕
度
旨
趣
之
外
無
御
座
候
条
、

尤
余
所
人
抔
ニ
為
見
候
義
ハ
固
く
禁
候
間
、
何
卒
御
都
合
を
以
、
此
も
の
へ
御
貸

附
被
下
度
奉
懇
希
候
、
頓
首
謹
言

　
　

七
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　

秋
月
胤
永

文
書
原
寸　

縦
一
五
・
七
糎　

横
九
八
・
二
糎

お
手
紙
謹
ん
で
拝
読
、
差
し
上
げ
た
資
料
は
、
維
新
史
料
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
お
知

ら
せ
い
た
だ
き
、
今
日
懇
待
を
受
け
ま
し
た
。
旧
主
容
保
が
、
精
忠
を
尽
く
し
て
天
皇
と
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九

幕
府
に
仕
え
、
先
帝
か
ら
目
を
か
け
ら
れ
、
私
た
ち
も
施
政
の
補
佐
の
末
席
に
連
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
立
場
が
逆
転
し
て
忠
と
不
忠
、
善
と
悪
と
が
正
反
対
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
、
自
分
た
ち
の
不
行
き
届
き
か
ら
と
思
う
け
れ
ど
も
、
臣
と
し
て
は
耐

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
汚
名
を
そ
そ
ぎ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
つ
ね
に
持
っ
て
お
り
ま

す
。
せ
め
て
先
帝
の
気
持
ち
の
あ
る
と
こ
ろ
を
是
非
と
も
世
間
に
公
表
し
た
い
と
、
一
、

二
の
有
志
者
に
は
明
か
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
更
の
ご
忠
言
、
慚
愧
、
お
詫
び
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
意
中
を
く
み
取
っ
て
い
た
だ
き

そ
の
筋
へ
よ
ろ
し
く
お
伝
え
い
た
だ
く
よ
う
懇
願
い
た
し
ま
す
。
維
新
史
料
へ
の
記
載
は

速
や
か
に
差
し
止
め
さ
せ
ま
す
。

一　

拝
見
し
た
一
冊
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
旧
主
が
守
護
職
在
任
中
、
勅
命
を
奉
じ

て
行
動
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
い
え
る
も
の
で
、
自
分
が
読
ん
で
も
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
ま
し
て
旧
主
が
こ
れ
を
読
ま
れ
た
ら
ど
う
お
っ
し
ゃ
る
か
、
意
中
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。

是
非
と
も
こ
れ
を
旧
主
に
拝
読
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
旧
主
は
ま
も
な
く
若
松
か
ら
日

光
へ
参
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
改
め
て
拝
借
し
て
書
写
し
、
そ
れ
を
日
光
に
持
っ
て
行

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
他
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
他
人
に
見
せ
る
こ
と
は

厳
禁
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
こ
の
手
紙
を
持
参
し
た
も
の
に
お
貸
し
付
け
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

冒
頭
に
出
て
く
る
「
維
新
史
料
」
と
い
う
の
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

か
ら
明
治
二
十
九
年
ま
で
、
野
史
台
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
明
治
維
新
関
係
の
基
本

史
料
集
の
こ
と
で
あ
る
。（
富
岡
政
信
、太
田
長
吉
、野
口
勝
一
ら
を
中
心
に
、「
嘉

永
以
後
明
治
五
年
ニ
至
ル
二
十
五
年
間
ニ
生
シ
、
苟
モ
国
事
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
事

大
小
ト
ナ
ク
網
羅
蒐
集
シ
テ
遺
漏
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
」
と
い
う
編
集
方
針
で
、
毎
月

一
回
か
ら
三
回
、
一
八
二
編
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。）

今
、
明
治
二
十
年
九
月
創
刊
の
第
一
編
か
ら
明
治
二
十
一
年
六
月
第
十
編
ま
で

の
目
次
か
ら
孝
明
天
皇
関
係
の
資
料
を
見
る
と
、、

・
第
一
編
冒
頭
に
孝
明
天
皇
御
製
四
首

皆
人
の
こ
ゝ
ろ
の
か
き
り
つ
く
し
て
し
後
こ
そ
た
の
め
伊
勢
の
神
風

朝
な
夕
な
民
や
す
か
れ
と
思
ふ
の
み
心
に
か
ゝ
る
こ
と
く
に
の
ふ
ね

夷
し
ら
よ
舟
こ
き
も
と
せ
伊
勢
の
海
神
の
御
国
と
知
り
て
あ
る
か
も

あ
ち
き
な
や
又
あ
ち
き
な
や
葦
原
の
た
の
む
か
ひ
な
き
武
蔵
の
ゝ
原

・
第
三
編
御
宸
筆
勅
諚　

公
卿
百
官
ニ
賜  

　

文
久
二
年
壬
戌
二
月　

孝
明
天
皇
親
く
宸
翰
を
染
め
た
ま
ひ
公
卿
百
官
に

賜
は
る
所
の
勅
諚
な
り
と
て
当
時
有
志
士
の
間
に
伝
播
せ
り
或
は
是
れ
は
擬

し
て
作
る
所
な
り
と
い
へ
り
孰
れ
か
是
な
る
事
を
知
ら
す
今
其
写
二
三
通
を

得
て
校
讐
し
文
理
の
暢
達
す
る
も
の
を
挙
く
世
其
詳
な
る
こ
と
を
知
る
人
あ

ら
は
教
示
を
吝
む
こ
と
な
か
れ

　

…
本
文
略
…

・
第
四
編　

御
宸
翰
幷
将
軍
家
茂
公
の
請
書

文
久
四
年
甲
子
春
正
月
徳
川
将
軍
家
茂
公
へ
下
賜
せ
ら
れ
た
る
御
宸
翰
幷
に

将
軍
よ
り
御
請
書
を
奉
り
し
も
の
な
り
と
て
京
都
艸
の
家
露
葉
君
よ
り
寄
せ

ら
れ
た
り
左
の
如
し

　

…
本
文
略
…

・
第
八
編　

孝
明
天
皇
御
宸
翰

　

是
ハ
文
久
三
年
（
紀
元
二
千
五
百
二
十
三
年
）
六
月
廿
三
日
京
都
守
護
職

松
平
容
保
君
に
降
し
賜
る
所
の
御
内
翰
な
り

　

…
本
文
略
…

○
是
ハ
文
久
三
年
八
月
十
七
日
ノ
夜
中
川
親
王
ヨ
リ
松
平
容
保
君
ニ
内
勅
ヲ

移
シ
賜
ハ
リ
因
リ
テ
十
八
日
ノ
周
旋
ア
リ
テ
之
ヲ
賞
セ
ラ
レ
テ
賜
ハ
ル
所
ニ

モ
ノ
ナ
リ
ト
ゾ

　

た
や
す
か
ら
さ
る
世
に
武
士
の
忠
誠
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
ろ
こ
ひ
て
よ
め
る

和
ら
く
も
た
け
き
こ
ゝ
ろ
も
相
生
の
ま
つ
の
落
葉
の
あ
ら
す
栄
へ
む

武
士
と
こ
ゝ
ろ
あ
は
し
て
巌
を
も
つ
ら
ぬ
き
て
ま
し
世
々
の
思
ひ
て

　

堂
上
以
下
疎
暴
論
不
正
之
所
置
増
長
ニ
付
痛
心
難
レ
堪
下
二
内
命
一
之
処
速

ニ
領
掌
憂
患
掃
攘
朕
存
念
貫
徹
之
段
全
其
方
忠
誠
深
感
悦
之
余
右
壱
箱
遣
レ
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一
〇

之
者
也　

文
久
三
年
十
月
九
日

島
津
久
光
関
係
で
は
、
第
四
編
（
明
治
廿
年
五
月
二
十
日
刊
行
）
に

・
島 
津
久
光
公
履
歴
書　

従
一
位
大
勲
位
公
爵
嶋
津
久
光
公
は
明
治
二
十
年
十
二

月
六
日
七
十
一
歳
を
一
期
と
し
溘
然
長
逝
せ
ら
れ
た
り
依
て
公
の
維
新
の
大

業
を
翼
賛
し
て
其
勲
功
卓
偉
な
り
し
事
蹟
は
勝
て
数
ふ
か
ら
ず
他
日
を
待
て

其
伝
を
掲
げ
け
ん
と
す
今　

朝
廷
公
の
勲
功
を
賞
し
累
り
に
顕
職
栄
位
を
与

へ
ら
れ
た
る
次
第
の
み
を
左
に
記
す

と
し
て
明
治
以
降
の
位
階
の
昇
進
を
列
挙
し
た
記
事
が
あ
る
外
、
第
三
巻
末
尾
に

は
、
孝
明
天
皇
の
記
事
に
つ
い
て
の

○
駁
議維

新
史
料
第
一
編
ニ
掲
ク
ル　

御
製
中
夷
し
ら
よ
」
あ
ち
き
な
や
」
ノ
二
首

ハ　

御
製
ニ
ハ
之
レ
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
勝
野
正
満
氏
ヨ
リ
申
越
サ
レ
タ
リ

と
い
う
項
が
あ
る
。

手
紙
文
中
に
あ
る
秋
月
が
「
さ
し
上
候
御
一
書
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
問
題

に
な
っ
て
い
る
宸
翰
を
含
む
第
八
編
所
収
の
文
久
三
年
関
係
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
が
、
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
、
会
津
藩
関
係
者
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

野
史
臺
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
市
来
四
郎
か
ら
指
摘
さ
れ
る

ま
で
、
秋
月
は
記
事
に
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
だ
か
ら
、
情
報
提
供

者
は
松
平
容
保
周
辺
の
会
津
藩
関
係
者
で
は
な
い
。
こ
の
一
連
の
や
り
と
り
か
ら

は
っ
き
り
す
る
こ
と
は
、
は
じ
め
に
島
津
家
側
か
ら
、
秋
月
を
通
じ
て
文
久
年
間

の
関
係
資
料
の
提
供
を
求
め
た
こ
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
明
治
天
皇
に
見
せ
た
薩

摩
藩
関
係
資
料
が
秋
月
の
手
元
に
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
会
津
側
で
は
そ
の
写
し

を
手
元
に
置
い
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
の
正
当
性
を
証
明
す
る
た
め
、
容
保
の
手

元
に
あ
る
密
勅
の
類
を
公
表
し
よ
う
と
し
た
の
に
、
会
津
藩
関
係
者
の
思
惑
と
は

無
縁
な
と
こ
ろ
で
、
公
開
さ
れ
て
い
た
と
言
う
事
に
な
る
。
先
便
に
出
て
き
た
資

料
は
、
今
回
貸
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
よ
う
で
、
と
に
か
く
写
し
を
日
光
の
容
保

に
読
ま
せ
た
い
、
そ
れ
以
外
に
は
余
人
に
は
見
せ
な
い
と
、
懇
願
し
て
い
る
。
秋

月
の
痛
切
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

九
明
治
二
十
年
に
島
津
久
光
が
亡
く
な
っ
た
後
、
久
光
の
遺
志
に
よ
り
、
明
治
天

皇
に
見
せ
た
孝
明
天
皇
に
つ
い
て
の
情
報
と
共
に
、
同
じ
時
期
薩
摩
藩
と
共
同
し

て
こ
と
に
当
た
っ
て
い
た
会
津
藩
側
の
資
料
が
、
中
央
政
界
で
公
表
さ
れ
て
い
た

と
し
た
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
、
少
な
く
と
も
長
州
藩
の
行
動
、
過

激
派
貴
族
の
横
暴
な
ど
明
治
新
政
府
の
正
当
性
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
た

し
か
で
あ
る
。
島
津
家
関
係
者
は
、
こ
と
の
重
大
性
に
気
が
つ
い
て
お
り
、
島
津

家
関
係
の
も
の
と
共
に
会
津
側
の
資
料
を
抑
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
民

間
の
売
文
業
者
が
提
供
す
る
情
報
と
、
政
権
の
中
枢
に
あ
る
島
津
家
が
公
開
す
る

情
報
と
で
は
、
そ
の
重
み
は
格
段
に
違
っ
て
く
る
。『
維
新
史
料
』
に
掲
載
さ
れ

た
孝
明
天
皇
の
宸
翰
和
歌
は
、
ほ
と
ん
ど
黙
殺
に
近
い
扱
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
秋
月
が
久
邇
宮
家
に
贈
っ
た
手
紙
に
よ
れ

ば
、
こ
の
翌
年
明
治
天
皇
は
会
津
松
平
家
の
孝
明
天
皇
宸
翰
を
知
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

孝
明
天
皇
の
密
勅
に
つ
い
て
は
、
後
年
北
原
雅
長
が
『
七
年
史
』（
明
治
三
十

七
・
一
九
〇
四
年
発
刊
）
で
、
藩
主
の
松
平
容
保
が
京
都
守
護
職
の
時
、
朝
廷
が

会
津
藩
を
い
か
に
信
頼
し
て
い
た
か
の
証
し
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
出
版
が
不
敬
罪
に
当
た
る
と
し
て
北
原
は
と
ら
わ
れ
て
い
る
し
、
山
川
浩

（
没
後
健
次
郎
が
参
画
）
の
『
京
都
守
護
職
始
末
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
も
出
版
延
期
に
な
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
工

作
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
五
年
鹿
児
島
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
の
開
か
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
に
関
す
る
特
別
展
で
は
、「
八
重
の
桜
」
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ

に
は
「
会
津
藩
と
薩
摩
藩
」
に
つ
い
て
の
説
明
文
が
あ
り
、
市
来
宛
の
秋
月
書
簡

が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
福
島
民
報
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、

記
事
中
に
は
、「
市
来
が
陸
軍
少
将
を
務
め
た
旧
会
津
藩
士
山
川
浩
を
訪
問
し
た
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一

際
に
留
守
だ
っ
た
こ
と
な
ど
云
々
」
と
い
う
解
説
と
と
も
に
、
黎
明
館
関
係
者
の

コ
メ
ン
ト
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
解
説
文
中
に
あ
る
、
市
来
の
山
川
家
訪
問
と
い

う
の
は
、
二
八
四
六
書
簡
に
あ
る
下
二
番
町
訪
問
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
は
明
ら
か
に
秋
月
が
市
来
宅
を
訪
問
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
市
来
が
山
川
を
訪

ね
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
資
料
は
、
市
来
と
秋
月
と
の
良
好
な
関
係
を

示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
内
容
上
は
、
旧
薩
摩
藩
関
係
者
が
、
自
分
た
ち
の
旧
幕

時
代
に
お
け
る
孝
明
天
皇
と
の
関
係
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
、
会
津
側
の
資
料
提

供
を
求
め
た
と
こ
ろ
予
想
外
の
資
料
が
出
て
き
て
、
慌
て
て
そ
の
公
開
を
抑
え
た

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て

記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
十
一
年
の
島
津
家
上
書
を
受
け
て
翌

明
治
二
十
二
年
に
は
、
明
治
天
皇
と
宮
内
省
が
直
接
会
津
松
平
家
に
働
き
か
け
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
島
津
家
だ
け
が
明
治
天
皇
に
上
書
し
て
面
目
を
ほ
ど
こ

し
た
の
に
、
同
じ
く
と
い
う
よ
り
、
島
津
家
以
上
に
孝
明
天
皇
に
尽
く
し
た
容
保

は
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
明
治
政
府
成
立
後
、
孝
明
天
皇
を
巡
る

問
題
の
闇
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
で
、
貴
重
な
資
料
だ
と
い
え
よ
う
。

十　
先
に
も
見
た
よ
う
に
白
石
氏
は
、「
注
意
し
た
い
の
は
、
同
時
期
に
明
治
天
皇

は
、
薩
摩
島
津
家
か
ら
も
孝
明
天
皇
宸
翰
の
提
出
を
受
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
件

数
だ
け
な
ら
島
津
家
の
方
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
松
平
容
保
宛
宸
翰
の

内
容
を
知
っ
た
明
治
天
皇
（
宮
内
省
）
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
興
味

は
尽
き
な
い
が
、
こ
れ
は
機
会
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。」
と
い
っ
て
い

る
の
だ
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
事
情
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
明
治
天
皇
側
が
島
津

家
に
対
し
て
提
出
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
た
明
治
天
皇

側
は
、
資
料
を
受
け
取
る
際
、
会
薩
同
盟
な
ど
の
機
微
に
わ
た
る
情
報
を
島
津
家

側
か
ら
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
が
旧
会
津
藩
関
係
者
に
資
料
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
情
報
を
得
た
宮
内
省
側

は
、
こ
の
こ
と
を
現
政
権
と
の
関
係
で
ほ
ぼ
厳
秘
に
し
対
外
的
に
は
黙
殺
に
近
い

扱
い
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。（
宮
内
大
臣
が
土
佐
出
身
者
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
お

こ
し
て
み
よ
う
。
現
在
の
政
権
の
中
枢
に
は
、
孝
明
天
皇
が
毛
嫌
い
し
た
三
条
実

美
や
岩
倉
具
視
、
長
州
藩
出
身
者
が
充
満
し
て
い
る
の
だ
。）「
福
島
民
友
」
の
記

事
の
中
で
、
白
石
氏
は
、「
14
歳
で
父
（
孝
明
天
皇
）
を
亡
く
し
て
い
る
明
治
天

皇
は
、
こ
の
時
期
か
ら
父
の
人
物
像
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
の
で
は
な
い
か
」
と

コ
メ
ン
ト
し
、
さ
ら
に
明
治
三
十
五
年
、
困
窮
し
て
い
た
松
平
家
に
対
す
る
3
万

5
千
円
の
下
賜
（
福
島
民
友
の
記
事
。
後
述
の
よ
う
に
、『
男
爵
山
川
先
生
伝
』

に
は
三
万
円
と
あ
る
。）
に
つ
い
て
も
「
明
治
天
皇
の
意
向
な
し
で
は
考
え
ら
れ

な
い
云
々
」
と
あ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
松
平
家
関
係
者
が
ど

の
よ
う
な
苦
労
を
重
ね
て
い
た
か
を
考
え
れ
ば
、
父
親
に
対
す
る
関
心
は
勿
論

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
そ
れ
以
上
に
、
明
治
天
皇
の
意
向
と
い
う
よ
り
、
天
皇
を
取

り
巻
く
政
府
関
係
者
の
思
惑
の
ほ
う
が
重
要
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
に
見
た
秋
月
の
市
来
に
宛
て
た
手
紙
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
会
津
藩
関

係
者
は
、
島
津
家
か
ら
宸
翰
の
公
表
を
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
二
年
に
宸

翰
を
明
治
天
皇
が
見
た
こ
と
は
、
こ
の
手
紙
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
秋
月
も
久
邇

宮
も
知
っ
て
い
る
。
松
平
家
の
家
政
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
と
秋
月
が
言
っ
て
い

る
山
川
浩
も
当
然
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は

こ
れ
迄
会
津
藩
側
か
ら
の
言
及
は
全
く
な
い
。
島
津
家
側
は
、
容
保
宛
の
孝
明
天

皇
宸
翰
を
認
知
し
て
い
る
が
、
一
般
公
表
は
し
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
た
、
そ
れ

と
同
じ
く
宮
内
省
（
明
治
天
皇
側
）
も
、
宸
翰
を
認
知
し
た
が
、
そ
の
事
実
の
公

表
は
厳
秘
扱
い
に
す
る
、
そ
う
い
う
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
後
明
治
二
十
六
年
に
容
保
公
は
な
く
な
っ
た
。

十
一　孝

明
天
皇
の
宸
翰
に
つ
い
て
は
、『
男
爵
山
川
先
生
伝
』（
山
川
浩
の
弟
、
山
川

健
次
郎
の
伝
記
）
に
、
こ
れ
と
は
違
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

山
川
浩
と
健
次
郎
と
は
、
明
治
三
十
年
頃
か
ら
、『
会
津
守
護
職
始
末
』
の
作

成
を
意
図
し
、
池
田
晃
淵
に
草
稿
を
作
製
さ
せ
て
い
た
が
、
浩
が
明
治
三
十
一
年
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一
二

亡
く
な
る
と
、「
其
後
は
先
生
一
人
で
右
の
文
書
類
は
勿
論
、
其
他
の
参
考
書
類

を
一
々
読
破
取
捨
し
て
漸
く
脱
稿
完
成
し
た
が
、
そ
の
出
版
に
就
て
は
種
々
の
事

情
が
あ
つ
て
之
を
公
に
す
る
の
機
会
を
得
な
か
つ
た
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
後
明
治
三
十
四
、
五
年
頃
に
な
っ
て
、
健
次
郎
は
、
親
し
い
間
柄
だ
っ
た

谷
干
城
と
富
田
鉄
之
助
に
松
平
家
の
経
済
的
困
窮
を
訴
え
、
宮
中
か
ら
御
下
賜
金

を
受
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
健
次
郎
は
、
明
治
維
新
当
時
の
会
津

藩
の
立
場
を
説
明
す
る
中
で
孝
明
天
皇
の
宸
翰
が
あ
る
こ
と
を
話
し
た
。
富
田
は

そ
の
話
を
三
浦
梧
楼
に
取
り
次
い
だ
。
三
浦
は
健
次
郎
の
衷
情
を
察
し
、
宸
翰
が

見
た
い
と
い
う
の
で
、
あ
る
日
、
三
浦
を
松
平
家
に
招
き
、
健
次
郎
立
ち
会
い
の

下
で
そ
れ
を
見
せ
た
と
い
う
。
三
浦
は
そ
れ
を
見
て
、「
斯
る
優
渥
な
る
勅
語
を

賜
つ
た
も
の
は
長
州
に
も
な
い
珍
し
い
も
の
だ
」
と
い
っ
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ

の
後
土
方
久
元
（
先
に
も
記
し
た
と
お
り
明
治
三
十
一
年
ま
で
宮
内
大
臣
。）
に

も
見
せ
た
が
、
土
方
は
「
今
更
に
斯
る
立
派
な
も
の
を
松
平
家
に
賜
は
つ
た
事
実

に
驚
い
た
」
と
い
う
の
だ
。
土
方
は
維
新
の
志
士
の
一
人
で
、
孝
明
天
皇
の
筆
跡

を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
、「
そ
の
驚
嘆
や
ま
さ
に
人
一
倍
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。」

と
伝
記
の
作
者
は
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
明
治
二
十
二
年
に
宮
内
大

臣
が
云
々
と
い
う
白
石
氏
が
記
し
た
事
件
に
土
方
は
、
全
く
関
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
、知
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

十
二　『山

川
先
生
伝
』
に
よ
れ
は
、
三
浦
に
宸
翰
を
見
せ
た
と
き
、
同
時
に
こ
の
時

出
来
上
が
っ
て
い
た
『
京
都
守
護
職
始
末
』
の
草
稿
の
謄
写
本
を
三
浦
に
贈
っ
て

い
る
。（
書
生
そ
の
他
を
か
き
集
め
て
急
い
で
書
写
さ
せ
た
い
き
さ
つ
は
『
山
川

先
生
伝
』
に
詳
し
い
。）『
山
川
先
生
伝
』
に
は
、

こ
れ
を
読
ん
だ
三
浦
子
は
初
て
会
津
藩
の
立
場
を
理
解
し
た
も
の
か
、「
当

時
の
事
情
は
か
う
も
あ
つ
た
の
か
、
自
分
は
今
迄
か
う
い
ふ
こ
と
ゝ
は
知
ら

な
か
つ
た
」
と
三
嘆
し
た
と
い
は
れ
る
。

と
記
し
て
い
る
。

そ
の
後
こ
の
件
は
伊
藤
博
文
を
通
じ
て
上
奏
さ
れ
、
三
万
円
が
下
賜
さ
れ
て
決

着
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
三
浦
は
、『
京
都
守
護
職
始
末
』
の
出
版
を
当
分

の
間
見
合
せ
て
欲
し
い
と
い
っ
て
き
た
。
山
川
は
、
や
む
な
く
了
承
し
た
が
、
編

纂
完
成
よ
り
十
有
余
年
を
経
過
し
た
明
治
四
十
四
年
出
版
を
決
意
す
る
。

こ
の
時
三
浦
は
山
川
に
約
束
が
違
う
と
い
っ
て
き
た
が
、
山
川
は
、

当
時
の
約
束
は
当
分
の
間
見
合
は
し
て
く
れ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
最

早
そ
れ
よ
り
彼
此
十
年
近
く
も
経
過
し
て
居
る
し
、
又
出
版
し
た
と
い
つ
て

も
一
般
に
発
売
し
た
訳
で
も
な
く
、旧
藩
同
好
の
士
に
頒
つ
た
ま
で
だ
か
ら
、

何
に
も
差
閊
へ
あ
る
ま
い
。

と
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。
十
一
月
に
本
書
は
出
版
さ
れ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
結
果

当
時
の
会
津
藩
の
動
向
が
非
常
に
鮮
明
に
な
り
、
維
新
史
研
究
の
上
に
新
生
面
を

開
く
に
至
っ
た
こ
と
は
勿
論
、
実
は
、
文
部
省
の
維
新
史
料
編
纂
会
の
創
設
に
は

こ
の
書
の
刊
行
が
動
機
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
山
川
の
証
言
で
明
ら
か

に
さ
れ
る
。

健
次
郎
が
明
治
四
十
四
年
四
月
六
日
、
家
族
に
宛
て
た
手
紙
の
中
に
こ
ん
な
一

節
が
あ
る
。

三
浦
梧
楼
が
大
隈
（
重
信
）
に
話
し
た
る
説
に
て
、山
県
（
有
朋
）
な
ど
が
、

始
末
（
京
都
守
護
職
始
末
）
に
よ
れ
ば
、
先
帝
の
御
時
代
に
は
、
長
州
は
凡

て
違
勅
の
行
動
を
為
し
来
れ
る
も
の
に
て
、
後
世
に
至
り
大
に
誤
解
さ
る
ゝ

恐
あ
れ
ば
、
先
長
元
老
生
前
に
後
世
の
誤
解
を
防
ぐ
に
足
る
べ
き
様
な
し
置

か
ざ
る
可
か
ら
ず
と
、
今
回
の
事
に
相
成
候
由
、
大
隈
よ
り
池
田
に
語
り
た

る
由
に
御
座
候
、
大
隈
が
山
川
（
浩
男
爵
）
と
い
ふ
男
は
死
後
迄
面
白
い
芝

居
を
打
つ
た
と
申
笑
候
由
に
候
。
果
し
て
然
ら
ば
実
に
愉
快
に
存
候
。

「
今
回
の
事
」
と
い
う
の
は
、
明
治
四
十
四
年
五
月
に
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
会

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。「
ま
ず
、
長
州
の
元
老
が
生
き
て
い
る
う

ち
に
、
後
世
の
誤
解
を
防
ぐ
処
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
…
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
藩
閥
政
府
側
の
あ
わ
て
ぶ
り
が
見
え
る
よ
う
で
は
な
い
か
。
と
に
か
く
『
京
都
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三

守
護
職
始
末
』
が
出
版
さ
れ
る
以
前
に
、
官
側
の
資
料
収
集
体
制
を
整
え
て
お
く

と
い
う
意
図
が
は
っ
き
り
分
か
る
話
で
あ
る
。

十
三現

在
残
さ
れ
て
い
る
宸
翰
に
添
え
ら
れ
た
解
説
（「
八
重
の
桜
」
展
覧
会
の
時
、

宸
翰
と
共
に
展
覧
さ
れ
て
い
た
。）
な
ど
も
あ
り
、
明
治
二
十
二
年
に
宸
翰
が
明

治
天
皇
の
下
に
と
ど
け
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、『
京
都
守
護
職
始
末
』

の
こ
う
し
た
出
版
経
過
を
見
る
限
り
、
宮
内
大
臣
の
土
方
が
、
明
治
三
十
五
年
の

段
階
で
宸
翰
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、天
皇
の
側
近
し
か
知
ら
な
い
極
秘
の
情
報
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

宮
内
大
臣
も
口
外
で
き
な
い
情
報
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
そ

ら
く
山
川
浩
は
実
質
的
当
事
者
と
し
て
知
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
周
辺

に
い
た
秋
月
も
久
邇
宮
も
情
報
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。だ
が
こ
の
情
報
は
、

旧
会
津
藩
関
係
者
で
も
ご
く
一
部
に
し
か
伝
わ
ら
ず
、
話
の
流
れ
で
は
、
山
川
浩

の
弟
健
次
郎
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
藩
閥
政
治
の
闇
の
深
さ
を

想
像
さ
せ
る
事
態
と
い
え
る
。
今
回
の
白
石
氏
の
報
告
は
、
秋
月
が
、
松
平
家
を

代
表
し
て
久
邇
宮
に
、
孝
明
天
皇
の
宸
翰
が
明
治
天
皇
の
も
と
に
と
ど
け
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
旧
主
家
と
秋
月
、
久
邇
宮
家
と
の

関
係
が
、
こ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
も
非
常
に
重
要
な

情
報
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
二
年
の
時
点
で
既
に
明
治
天
皇
が
孝
明
天
皇
の
容
保

あ
て
宸
翰
を
実
見
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
全
く
ど
こ
に
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
は
大
問
題
だ
と
い
え
よ
う
。明
治
二
十
一
年
の
島
津
氏
の
動
向
な
ど
も
含
め
て
、

慎
重
な
追
究
が
期
待
さ
れ
る
。

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
六
日

【
追
記
】

本
稿
を
、
紀
要
編
集
委
員
会
に
提
出
し
た
直
後
に
、
佐
佐
木
善
孝
氏
よ
り
、
十

一
月
十
七
日
に
会
津
若
松
市
で
開
か
れ
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戊
辰
戦
争
百
五

十
年
を
超
え
て　

会
津
の
義
│
孝
明
天
皇
の
御
宸
翰
か
ら
」
に
お
い
て
、
白
石
烈

氏
が
報
告
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。
報
告
さ
れ
た
内
容
は
、
本

稿
で
論
じ
た
問
題
に
関
わ
る
問
題
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る

が
、
こ
こ
で
は
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
整
理
し
て
お
く
。

⑴　

孝
明
天
皇
の
容
保
宛
て
宸
翰
に
つ
い
て

す
で
に
「
戊
辰
戦
争
と
秋
月
悌
次
郎
」（『
金
城
学
院
大
学
論
集
（
人
文
科
学
編
）

第
十
五
巻
第
二
号
』
二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）
に
お
い
て
報
告
し
た
よ

う
に
、
慶
応
四
年
二
月
十
一
日
、
容
保
は
輪
王
寺
宮
経
由
で
朝
廷
に
宛
て
た
歎
願

書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
時
期
に
田
中
土
佐
、
神
保
内
蔵
助
、
梶
原
兵
馬
、

上
田
学
大
輔
、
内
藤
介
右
衛
門
、
諏
訪
伊
助
ら
家
老
連
署
の
歎
願
書
が
江
戸
在
府

中
の
二
十
二
諸
侯
に
届
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
歎
願
書
の
末
尾
に
は
、
記
事
内
容

を
証
す
る
た
め
に
文
久
三
年
十
一
月
の
宸
翰
の
写
し
と
和
歌
と
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
決
し
て
極
秘
扱
い
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
初
は
無
視
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
に
「
維
新
史
料
」（
野
史
臺
）
に
資
料
提
供
を
し
た
の

が
会
津
藩
関
係
者
で
は
な
い
こ
と
を
見
て
も
そ
の
こ
と
は
よ
く
分
か
る
。
こ
う
し

た
情
報
は
、
対
立
す
る
政
権
の
当
事
者
が
認
め
な
け
れ
ば
、
ガ
セ
ネ
タ
扱
い
さ
れ

る
と
い
う
事
態
は
、
現
在
で
も
変
わ
ら
な
い
。
白
石
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
明
治

八
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
政
府
（
修
史
局
）
や
宮
内
省
は
旧
大
名
家
や
華
族
に

戊
辰
戦
争
前
後
の
活
動
の
記
録
を
提
出
さ
せ
て
お
り
、
会
津
松
平
家
も
編
纂
し
た

家
記
、
家
譜
を
提
出
し
て
お
り
、
孝
明
天
皇
の
宸
翰
も
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
時
の
資
料
収
集
は
収
集
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
政
府
か
ら
公
表
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
明
治
二
十
二
年
の
際
も
同
じ
で
、
こ
の
場
合
に

は
天
皇
の
手
許
に
留
め
置
か
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
こ
の
時
、
島
津
久
元
の
思
惑
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な

い
が
、
少
な
く
と
も
彼
に
と
っ
て
は
孝
明
天
皇
と
の
結
び
つ
き
を
、
改
め
て
明
治

天
皇
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
明
治
天
皇
は
、
旧
諸
藩
関
係
者
に
関
連
す
る
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
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一
四

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
の
島
津
氏
側
は
、
旧
会
津
藩
関
係
者
が
名
誉
回
復

の
た
め
に
公
開
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
抑
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
天
皇
側

に
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
ど
う
す
る
の
か
、
具
体
的
な
計
画
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な

い
。
集
め
た
資
料
は
そ
の
ま
ま
厳
重
保
管
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
旧
会
津

藩
関
係
者
の
名
誉
回
復
願
い
は
、
こ
の
時
は
全
く
顧
慮
さ
れ
ず
、
か
え
っ
て
極
秘

扱
い
で
済
ま
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
宸
翰
に
つ
い

て
は
、
南
摩
羽
峯
が
明
治
二
十
九
年
七
月
十
一
日
の
史
談
会
で
公
表
し
て
い
る

（
こ
の
日
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
史
談
会
速
記
録
第
61
輯
の
出
版
は
、
明
治
三
十

年
十
一
月
）
と
い
う
小
林
修
氏
の
指
摘
が
あ
る
。（『
南
摩
雨
峰
と
幕
末
維
新
期
の

文
人
論
考
』
八
木
書
店
・
二
〇
一
七
年
三
月
二
十
日
）

⑵　

明
治
三
十
五
年
の
松
平
家
に
対
す
る
内
帑
金
下
賜
問
題

白
石
氏
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
「
従
来
は
『
会
津
守
護
職
始
末
』
出
版
中
止

と
ひ
き
換
え
に
明
治
政
府
高
官
が
宮
内
省
か
ら
引
き
出
し
た
と
さ
れ
る
／
〞
口
止

め
料
〞
説
は
正
し
い
か
？
」
と
問
い
か
け
、「
３
万
５
千
円
下
賜
は
明
治
天
皇
の

判
断
／
〝
そ
の
利
息
で
家
計
を
助
け
よ
〞」
と
し
て
、
出
版
妨
害
の
問
題
に
つ
い

て
は
暗
に
否
定
的
な
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
明
治
天
皇

の
判
断
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
だ
が
、
天
皇
で
は
な
く
周
辺
高
官
か
ら
の
出
版
に

対
す
る
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
何
よ
り

も
、
松
平
家
の
困
窮
問
題
が
ど
う
い
う
形
で
天
皇
に
知
ら
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
の
点
は
は
っ
き
り
す
る
。
松
平
家
の
窮
状
が
天
皇
に
伝
え

ら
れ
た
の
は
、『
山
川
健
次
郎
先
生
伝
』
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ

て
、
初
め
て
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
に
口
止
め
料
と
い
う
意
識
は
無
か
っ
た

だ
ろ
う
が
、
取
り
次
い
だ
政
府
高
官
達
は
、
そ
れ
を
口
止
め
料
の
よ
う
に
扱
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
日
）
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